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令和２年度 事業報告 
 

【実施事業等会計】 

公益目的支出計画に基づき、公共の福祉の増進に資することを目的として実施する事業

に関する会計 

 

 １ 交通問題に対する市民の意識の啓発及び交通道徳等の普及啓蒙に関する事業 

（2,862,354 円：事業費 1,458,451 円、管理費配賦額 1,403,903 円） 

   市営交通事業への理解と更なる利用を促すとともに、交通問題に対する市民の意識

の啓発を図るため、各種イベントを実施した。また、交通道徳等の普及啓蒙を図るた

め、乗客マナーポスターの掲出等を行った。 

 

 

⑴ 「市電フェスティバル」の開催（249,501 円） 

路面電車をご利用いただいているお客様に対して、日頃の感謝と路面電車のＰ

Ｒ、また、更なる利用促進を目的として電車事業所構内及び隣接グラウンドを会

場に路面電車車両を活用したイベントを実施する予定であったが、札幌市内の新

型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、WEB を利用した企画に内容を変更して開

催した。 

公開日時 令和３年１月 16 日（土）から令和３年２月 15 日（月） 

視聴者数 895 名（閲覧回数 12,836 回） 

公開内容 市電の PR、シリウス新造車両搬入作業の動画、乗客誘致に関す

る展示企画や市電の会 30 周年を記念したパネル展、歴代の雪ミ

ク電車のデザインが描かれたターポリン横断幕データの展示、

クイズラリーに参加することでプレゼントがもらえる企画等を

実施した。 

 

⑵ 「地下鉄・路面電車子ども絵画展」の開催（550,975 円） 

 地下鉄及び路面電車への愛着を深めていただくとともに、更なるイメージアッ

プを図るため、小学生以下の子どもを対象に地下鉄及び路面電車全般をテーマと

した絵画を募集した。 

 応募作品は東豊線さっぽろ駅コンコース、さっぽろ地下街オーロラタウン内「オ

ーロラコーナー」、ギャラリー電車（1101 号、入賞者のみ）、当公社掲示板（入賞

者のみ）に掲出した。なお、例年実施していた表彰式については、新型コロナウイ

ルス感染拡大の観点から中止とし、記念品及び参加賞については、応募票に記載

された住所にそれぞれ送付した。 

作品展示期間 令和２年９月 23 日（水）～令和２年 11 月 24 日（火） 

応募数 390 点（うち入賞作品 21 点） 
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⑶ マナー啓発に関する事業（627,000 円） 

利用者の車内及び駅施設等利用時のマナー遵守の意識を一層高め、地下鉄およ

び路面電車をより快適に利用していただくとともに、安全・正確・快適な運行の一

助となるよう乗車マナーの醸成・浸透を図った。 

昨年度のポスターデザイン募集にあたっては、車内等の募集告知ポスターの掲

出及び各学校等を通じたチラシの配布などを行い、ポスターデザインを公募した。  

今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、昨年度同様の募集告

知が困難なことから、「乗降時のマナー(ドアふさぎ含む)」、「荷物の取扱い」、「エ

スカレーターの使い方」、「スマートフォン等の使い方」をテーマに制作会社によ

る企画競争によってポスターデザインを決定した。 

デザイン数 ２種 

作成枚数 1,360 枚 

掲出場所 地下鉄車内、路面電車車内、地下鉄駅構内及び市営交通関連施設 

 

⑷ 「子ども地下鉄・路面電車交通教室」の開催（2,101 円） 

例年参加者を募って、工場見学などを実施していたが、今年度は新型コロナウ

イルス感染症拡大防止の観点から、夏・冬開催ともに地下鉄車両基地や路面電車

工場内の様子などを撮影し、マナー教室とともにＷＥＢ上で公開した。 

 

〇 子ども交通教室（夏・地下鉄編）、地下鉄マナー教室 

［公開期間：令和２年８月７日（金）～令和３年５月現在も公開中］ 

 

〇 子ども交通教室（冬・路面電車編）、路面電車マナー教室 

［公開期間：令和３年１月８日（金）～令和３年５月現在も公開中］ 

 

⑸ 業務用掲示板に関する事業（28,874 円） 

当公社や交通局が実施するイベント等を PR するため、東西大通駅西側コンコー

スの掲示板に「地下鉄・路面電車子ども絵画展」、「雪ミク電車記念乗車券」等のイ

ベント情報を掲載したほか、イベントや街歩きの参考になるよう、タウン情報誌

「ウィズユー」「地下鉄・路面電車ご利用ガイド」及び「市電路線図」等を備え付

け、気軽にガイド類をお持ちいただけるようにした。 
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２ 交通事業の利用者の便益増進に関する事業 

（13,155,804 円：事業費 11,751,901 円、管理費配賦額 1,403,903 円） 

市営交通に対する多種多様なニーズに応え、利用者の便益増進を図るため、市営交

通の利用ガイドのほか、情報誌等を発行した。 

   

 

⑴ タウン情報誌「ウィズユー」の発行（7,581,801 円） 

地下鉄・路面電車の最新情報のほか、沿線の店舗等の紹介、イベント情報等を

掲載したタウン情報誌「ウィズユー」を季節ごと年４回発行した。 

発行部数 100,000 部（季刊発行：各 25,000 部） 

配布箇所 

地下鉄各駅、市営交通関連施設、各区役所、地区図書館、 

北海道さっぽろ観光案内所等 

※当公社ホームページからもダウンロード可能 

 

⑵ 「地下鉄・路面電車ご利用ガイド」の発行（3,597,000 円） 

市営交通利用者の便益増進を図るため、地下鉄・路面電車の利用方法に加え、

地下鉄主要駅の周辺地図、駅構内図及び観光スポット紹介などを掲載した冊子を

発行した。 

発行部数 120,000 部 

配布箇所 

地下鉄各駅、市営交通関連施設、各区役所、 

北海道さっぽろ観光案内所等 

※当公社ホームページからもダウンロード可能 

 

⑶ 「市電路線図」の発行（435,600 円） 

路面電車利用者の便益増進を図るため、路面電車の利用方法及び路面電車に関

する情報等を掲載した路線図を発行した。 

発行部数 44,000 部 

配布箇所 

路面電車車内、地下鉄乗継指定駅、北海道さっぽろ観光案内

所、ホテル、市電沿線施設等 

※当公社ホームページからもダウンロード可能 

 

⑷ 「駅周辺地図」の作成（137,500 円） 

地下鉄・路面電車利用者の便益増進を図るため、駅周辺の情報を掲載した、駅

周辺地図を作製した。 

発行部数 20,000 部 

配布箇所 

さっぽろ駅（6,750 枚）、大通駅（6,750 枚）、 

すすきの駅（3,000 枚）、豊水すすきの駅（750 枚） 

中島公園駅（1,750 枚）、総務企画部（1,000 枚） 
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 ３ 交通事業の記念物及び資料の保存並びに公開に関する事業 

（1,403,904 円：事業費 1 円、管理費配賦額 1,403,903 円） 

「交通資料館」に保存する市営交通発展の歴史を示す資料の管理を行うとともに、

市営交通事業への理解と愛着を深めるため、イベントを開催する予定であったが、新

型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止とした。 

 

 

⑴ 交通事業記念物の保存及び管理（1 円） 

 ア 交通事業記念物の保存 

   休館中 

  ※ 交通資料館可動式模型については、今後、事業に供する可能性がないため

除却した。 

 

 イ 交通資料館の一般公開及び特別公開 

   地下鉄・路面電車の PR 及び利用促進を目的として、昨年度同様に「交通資

料館 in チカホ」を開催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止

の観点から中止とした。 

       

 ウ 交通資料館一般公開周知用ポスター等の作成 

   「交通資料館 in チカホ」中止のため未作成。   
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【その他会計】 

 実施事業等会計以外の事業に関する会計 

 

Ⅰ 受託事業 

  札幌市の委託を受け、市営交通事業に関する事業として次の事業を実施した。 

 

 １ 定期券発売等に関する事業 

（362,413,197 円：事業費 352,129,539 円、管理費配賦額 10,283,658 円） 

 

⑴ 定期券等各種乗車券の発売等に関する事業（308,958,199 円） 

定期券発売所(９か所)における通勤・通学定期券の発売、払戻及び書換業務、 

IC カード乗車券・一日乗車券等の各種乗車券の発売及び払戻業務を行った。 

札幌市交通案内センターにおける市営交通を主とした公共交通機関の運賃、時 

刻、路線、乗り継ぎ方法及び各種イベント・市内観光施設への交通アクセス方法 

等の電話案内を行った。 

[定期券発売所における発売実績] 

概要 令和元年度 令和２年度 前年度対比 

発売枚数 

（うち SAPICA 定期券枚数） 

415,335 枚 

（364,664 枚） 

323,330 枚 

（288,899 枚） 

▲22％ 

（▲21％） 

発売金額 6,108,614 千円 4,488,069 千円 ▲27％ 

   

[交通案内センターにおける対応実績] 

概要 令和元年度 令和２年度 前年度対比 

対応件数 95,742 件 52,724 件 ▲45％ 

 

     

⑵ 遺失物の管理及び遺失物等の取扱いに関する事業（43,171,340 円） 

  札幌市交通局忘れものセンターにおける遺失物の収納・保管・引渡し、遺失物

管理システムへのデータ入力及び遺失物売却に関する業務を行った。また中央

警察署への遺失物データの届け出、還付請求及び還付金の収納業務を行った。 

[忘れものセンターにおける取扱い実績] 

 

   

   

 

概要 令和元年度 令和２年度 前年度対比 

拾得件数 88,705 件 59,718 件 ▲33％ 

返還件数 30,611 件 21,171 件 ▲31％ 
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 ２ 各種乗車券の販売促進等に関する事業 

（51,181,878 円：事業費 48,842,185 円、管理費配賦額 2,339,693 円） 

 

⑴ 乗車券等の作成及び管理に関する事業（48,842,185 円） 

乗継券、一日乗車券等の作成に関する業務を行った。また作成した乗車券の検

収業務、札幌市交通局及びバス会社等への受払いに関する業務を行った。 

[乗車券等の作成実績] 

概要 令和元年度 令和２年度 前年度対比 

作成枚数 389,701 枚 253,350 枚 ▲35％ 

 

⑵ 乗車券等の発売に関する事業 

  交通局庁舎内において、乗車券の発売及びこれに係る料金の徴収・集計等に関

する業務を行った。 

   

 

 

  

３ 広告業務等に関する事業 

（41,126,606 円：事業費 38,786,913 円、管理費配賦額 2,339,693 円） 

 

⑴ 広告業務に関する事業（38,786,913 円） 

駅構内、車両（地下鉄・市電）及び関連施設に掲出する広告に関する業務を行 

った。 

・ 広告の申込受付、掲出・撤去に係る作業指示及び各種申請手続きの補助 

・ 広告媒体の保守管理、指定広告代理店との調整及び契約に係る補助 

・ 広告料金等の積算、新規広告媒体及び広告の販売方法検討に関する代理店 

へのヒアリング、販売要領の補助資料提出 

・ 道路占用許可申請の資料作成、広告料収入の予算・決算・決算見込に関する 

資料作成 

・ 定例会議・他都市からの照会に係る補助 

・ 広告物の広報に係る印刷物の作成 

・ 広告受付管理システムへ資料のアップロード及びデジタルサイネージ広告 

の空き枠へのデータ入力 

 

⑵ 「ホリデー・テーリング」の実施（0 円） 

   新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止とした。 

     

⑶ 地下鉄利用促進イベントの実施（0 円） 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止とした。 
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４ 地下鉄駅（４９駅）の業務に関する事業 

（3,051,209,647 円：事業費 2,979,828,385 円、管理費配賦額 71,381,262 円） 

 

⑴ 運行関係業務 

  列車の定時運行及びお客様の安全確保に努め、ホーム巡回及び整理、可動式ホ

ーム柵の取扱い、異常事態発生時の応急処置を行った。また、事故等発生時は、

最も安全と思われる手段を講じ、付帯事故の防止、列車運転の早期再開を図った。 

更には、火災訓練(駅構内火災・列車火災)及び併結推進運転訓練など、事故発

生を想定した、より実践的な訓練を行い、異常時における職員の知識及び判断力

の向上に努めた。 

  

⑵ 駅舎管理業務 

  地下鉄駅コンコース、ホーム及び各居室と、これらに接続する駅出入口等にお

けるお客様の安全を確保するため、防災機器・設備の対応、駅構内点検及び駅構

内秩序の維持、駅出入口の整理及び清掃を行った。 

   

⑶ 営業関係業務 

  お客様が快適にわかりやすく、安心して地下鉄を利用できるよう積極的な施設

利用の案内や問い合わせへの対応を行い、身体に障がいのあるお客様などの介助

を行うとともに、自動出改札装置の取扱い、各種カード類の発売及び精算、乗車

料金の収納及び遺失物の取扱いを行った。また、業務を実施するうえで顧客満足

度に対する考え方や接遇方法などを職員に理解させるために、各種研修等を実施

した。 

   

⑷ 各種イベント等における対応 

  新型コロナウイルス感染拡大の影響により、各種イベントの中止や規模の縮小

があったが、プロ野球及びサッカーの試合などについては、規模に応じて関係駅

で増員体制により対応を行い、列車の運行及びお客様の安全確保に努めた。 

   

⑸ 札幌市交通局が管理する乗継施設等に関する業務 

次の駅に隣接するバスターミナル等の旅客、異常時対応及び待合室の開・施錠

等を行った。 

 【南北線：麻生駅、北 34 条駅、北 24 条駅、平岸駅、南平岸駅、真駒内駅】 

 【東西線：発寒南駅、琴似駅、二十四軒駅、西 28 丁目駅、円山公園駅、白石 

駅、南郷７丁目駅】 

  【東豊線：新道東駅、環状通東駅、東区役所前駅】 
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Ⅱ 収益事業（89,951,594 円） 

  実施事業等会計の事業の財源確保のため行う事業として、次の事業を実施した。 

 

１ 自動販売機の運営に関する事業（事業収入 38,808,461 円） 

 地下鉄ホーム、コンコース、バス待合室（発寒南、新道東、環状通東）並びに

電車事業所に設置している自動販売機の管理運営を行った。 

  

設置場所 
令和元年度 令和２年度 前年度対比 

台数(※１) 収入 台数(※１) 収入 台数 収入 

駅ホーム 41 台 16,641 千円 35 台 11,021 千円 ▲15％ ▲34％ 

駅コンコース 77 台 28,398 千円 81 台 27,861 千円 5％ ▲2％ 

バス待合室 5 台 1,128 千円 5 台 991 千円 ±0％ ▲12％ 

電車事業所   4 台 650 千円   

減額(※２)    △1,715 千円   

合 計 123 台 46,167 千円 125 台 38,808 千円 2％ ▲16％ 

  ※１ 台数は、各事業年度末日の設置数である。 

※２ 新型コロナ感染症に伴う行政財産使用料減額相当分を、設置業者の営業料から差引した金額。 

 

２ コインロッカーの運営に関する事業（事業収入 11,442,202 円） 

地下鉄 49 駅に設置しているコインロッカーの管理運営を行った。 

 

設置場所 
令和元年度 令和２年度 前年度対比 

台数(※１) 収入 台数(※１) 収入 台数 収入 

南北線 128 台 21,402 千円 130 台 8,431 千円 2％ ▲61％ 

東西線 117 台 8,030 千円 110 台 2,961 千円 ▲6％ ▲63％ 

東豊線 56 台 3,623 千円 51 台 1,377 千円 ▲9％ ▲62％ 

減額(※２)    △1,327 千円   

合計 301 台 33,055 千円 291 台 11,442 千円 ▲3％ ▲65％ 

 ※１ 台数は、各事業年度末日の設置数である。 

※２ 新型コロナ感染症に伴う行政財産使用料減額相当分を、設置業者の営業料から差引した金額。 
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３ パークアンドライド駐車場に関する事業   （事業収入 38,238,931 円） 

札幌市交通局の未利用地を貸借して、パーク＆ライド方式の駐車場８か所の 

管理運営を行った。 

  

名 称 
令和元年度 令和２年度 前年度対比 

収容台数 収入 収容台数 収入 収容台数 収入 

札振麻生 41 台 4,816 千円 41 台 5,455 千円 ±0％ 13％ 

札振南平岸 11 台 1,354 千円 11 台 1,578 千円 ±0％ 17％ 

札振澄川 79 台 9,330 千円 79 台 8,867 千円 ±0％ ▲5％ 

札振自衛隊前 

(月極、時間貸) 

47 台 

(月極 30 台) 

(時間貸 17 台) 

9,808 千円 

47 台 

(月極 30 台) 

(時間貸 17 台) 

7,666 千円 ±0％ ▲22％ 

札振自衛隊前 

パーク＆ライド 
38 台 4,536 千円 38 台 4,657 千円 ±0％ 3％ 

札振宮の沢 92 台 5,913 千円 92 台 5,608 千円 ±0％ ▲5％ 

札振二十四軒 26 台 3,173 千円 26 台 2,726 千円 ±0％ ▲14％ 

札振北 13 条 14 台 1,795 千円 13 台 1,681 千円 ▲7％ ▲6％ 

合 計 348 台 40,725 千円 347 台 38,239 千円 ▲1％ ▲6％ 

 

 

４ オリジナルグッズの販売に関する事業（事業収入 1,462,000 円） 

お客様に地下鉄・路面電車を PR し、親しみを深めていただくことを目的と 

 して、オリジナルグッズの新規作成及び販売を行った。 

 

科目 令和元年度 令和２年度  前年度対比 

オリジナルグッズ等 2,838 千円 1,462 千円 ▲48％ 
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Ⅲ 軌道運送事業（事業収入 1,502,484,397 円） 
 

１ 路面電車の運行に関する業務（事業収入 1,050,932,713 円） 

 ⑴ 札幌市交通局が保有する軌道施設及び車両を借り受け、旅客運送業務を実 

施した。輸送人員及び乗車料収入は次表のとおりである。 

 

【輸送人員】                  （千人） 

   令和元年度 令和２年度 前年度対比 

定  期 1,796 1,466 ▲18％ 

定 期 外 6,785 4,859 ▲28％ 

合  計 8,581 6,325 ▲26％ 

 

【乗車料収入】                 （千円） 

   令和元年度 令和２年度 前年度対比 

定  期 210,138 182,754 ▲13％ 

定 期 外 1,194,131 868,179 ▲27％ 

合  計 1,404,269 1,050,933 ▲25％ 

 

２ 軌道施設及び車両の維持管理に関する業務（事業収入 405,336,795 円） 

 「札幌市路面電車施設の維持管理に関する協定書」に基づき、札幌市交通局か

ら委託を受けた路面電車の運行に関する業務で使用する軌道施設（線路・電路）

及び車両の維持管理業務を実施した。 

 

３ 軌道運送事業に付随する業務 

⑴ 広告販売業務の実施（事業収入 46,214,889 円） 

路面電車の車両及び軌道施設等を媒体とした広告販売業務を実施した。 

新たな広告媒体として、新型低床車両 1100 形全ての広告枠を使用する「S 

ライナー」の販売を開始した。 

 

⑵ 貸切電車を活用した企画の実施 

   当公社が加盟している路面電車沿線活性化協議会制作の「まちのモトＭＯ 

ＶＩＥ」作成の際に貸切電車を活用し、同作品ではササラ電車の映像を取り 

入れるなど、路面電車の広報を行った。   

 

⑶ 沿線事業者と連携した利用促進策等の実施 

  ア 雪ミク電車の運行 

クリプトン・フューチャー・メディア株式会社及び市電の会と協定を締 

結し、雪ミク電車 2021 の運行及び雪ミク電車ＶＲ（バーチャル・リアリ 

ティー）のＷＥＢ公開を実施した。 
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〇 雪ミク電車運行 

［運行期間：令和２年 11 月 21 日（土）～令和３年３月 24 日（水）］ 

〇 雪ミク電車ＶＲ 

［公開期間：令和２年 12 月 １日（火）～令和３年３月 24 日（水）］ 

イ 雪ミク電車記念乗車券の販売 

雪ミク電車の運行を記念した乗車券（路面電車専用 200 円券×５枚、専 

用台紙・ペーパークラフト付、販売価格 1,000 円（税込））を 3,000 セット 

作成し、通信販売を行った。 

   ［販売期間］令和３年１月 16 日（土）～令和３年３月 24 日（水） 

ウ 市電沿線おすすめショップガイドの配布 

路面電車沿線活性化を目的に、沿線 20 店舗のガイドを 3,000 部作成し、 

関連施設での配布及びＷＥＢで公開した。 

 

 ⑷ 路面電車の日記念企画の実施 

路面電車のＰＲと乗客誘致を目的に路面電車の日（令和２年６月 10 日）を 

記念し、ポラリスのＶＲ及び YouTube 動画（路面電車運転手の一日）を公開 

した。 

   

⑸ モバイル乗車券の発売を開始 

   令和２年 11 月 16 日から、ジョルダン株式会社のアプリ「乗換案内」を活 

用し、スマートフォンで購入し使用できる、モバイル版のどサンこパスと路 

面電車１日乗車券の発売を開始した。 
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【法人会計】 

 法人の管理業務に関する会計 

 

Ⅰ 適切な事務の執行 

業務執行にあたっての理事、監事からの意見聴取や理事会への執行状況の報告を行う

ことによって、さらなる事業の透明性の確保を図るとともに、関係法令及び定款の定め

に則った法人運営を行い、公益目的支出計画についても着実に実施すべく、適切な執行

管理を行った。 

また、６月には法令に基づき、認可行政庁へ公益目的支出計画実施報告書の提出を行

った。 

 

  

Ⅱ 更なるコンプライアンスの浸透と強化 

  ５月にコンプライアンス委員会（定例会）を開催し、年間の取組みについて審議を行

ったほか、新たに実施するコンプライアンス推進月間等について審議を行った。また、

１月にコンプライアンス委員会（臨時会）を開催し、コンプライアンス研修等について

審議を行った。なお、新型コロナウイルスの感染状況を考慮し、両会ともみなし決議に

て開催した。 

  これらの審議内容に基づき、コンプライアンス推進月間および全職員を対象としたコ

ンプライアンス研修を実施したほか、コンプライアンスポスターを更新するなど、コン

プライアンスの浸透を図った。 
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【庶務事項】 

Ⅰ 理事会関係 

   

   

開催 
決議日又は報告日 議 案 議決内容 

第１回 令和２年４月 28 日 ・部長職以上の解任に関する件 可決 

第２回 令和２年６月 10 日 

・令和元年度事業報告に関する件 

・令和元年度決算に関する件 

・令和元年度公益目的支出計画実施報告書 

に関する件 

・第 1 回評議員会の招集に関する件 

・規程の改正に関する件 

・中期経営計画の基本フレームに関する件 

可決 

・令和元年度監査報告に関する件 

・職務の執行状況に関する件 
報告 

第３回 令和２年６月 25 日 

・代表理事及び業務執行理事の選定に関す 

る件 

・規程の改正に関する件 

可決 

第４回 令和２年 11 月 18 日 

・令和２年度補正予算に関する件 

・中期経営計画の策定に関する件 

・第２回評議員会の招集に関する件 

可決 

・職務の執行状況に関する件 

・令和２年度決算見込みに関する件 
報告 

第５回 令和３年３月 10 日 

・令和３年度事業計画に関する件 

・令和３年度収支予算に関する件 

・規程及び規則の改正に関する件 

・第３回評議員会の招集に関する件 

可決 

・軌道運送事業に関する規程類の改正に関 

する件 

・職務の執行状況に関する件 

報告 

第６回 令和３年３月 24 日 
・部長職以上の任免に関する件 

・業務執行理事の選定に関する件 
可決 
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Ⅱ 評議員会関係 

   

開催 決議日又は報告日 議 案 議決内容 

第１回 令和２年６月 25 日 

・令和元年度決算に関する件 

・評議員の選任に関する件 

・役員の選任に関する件 

可決 

・令和元年度事業報告に関する件 

・令和元年度公益目的支出計画実施報告書 

に関する件 

・規程の改正に関する件 

・中期経営計画の基本フレームに関する件 

報告 

第２回 令和２年 11 月 30 日 

・令和２年度補正予算に関する件 可決 

・中期経営計画の策定に関する件 

・令和２年度決算見込みに関する件 
報告 

第３回 令和３年４月８日 

・令和３年度事業計画に関する件 

・令和３年度収支予算に関する件 

・規程の改正に関する件 

・理事の選任に関する件 

可決 

・規程類の改正に関する件 報告 

 

   

   

Ⅲ 認可行政庁に関する事項 

     

  届出年月日 件 名 

令和２年６月 29 日 ・公益目的支出計画実施報告書等の提出 

 

   

Ⅳ 登記に関する事項 

   

   

  登記年月日 申請先 件 名 

令和２年７月６日 札幌法務局 
・評議員、理事、代表理事、監事及び代表理事住

所の変更 
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Ⅴ 役員に関する事項 

    

⑴ 令和２年６月 25 日 役員辞任 
 

役職者名 氏 名 

監事 籏本 道男 

 

⑵ 令和２年６月 25 日 任期満了に伴う役員退任 
    

役職者名 氏 名 

理事 福井 知克 

理事 松永 直己 

 

⑶ 令和２年６月 25 日 役員就任及び重任 

ア 役員就任 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

イ 任期満了に伴う役員重任 

 

 

 

 

 

 

 

⑷  令和３年３月 31 日 役員辞任 
 

役職者名 氏 名 

業務執行理事 田畑 祐司 

 

 

 

 

 

役職者名 氏 名 

理事 島口 義弘 

理事 疋田 一晶 

理事 前田 明寿 

理事 宮越 宏幸 

監事 富樫 正浩 

役職者名 氏 名 

代表理事 藤井 透 

業務執行理事 田畑 祐司 

理事 奥谷 直子 



- 16 - 

Ⅵ 評議員に関する事項 

⑴ 令和２年６月 25 日 評議員辞任 
 

役職者名 氏 名 

評議員 米田 智広 

 

⑵ 令和２年６月 25 日 任期満了に伴う評議員退任 
    

役職者名 氏 名 

評議員 片桐 政美 

評議員 佐藤 和子 

 

⑶ 令和２年６月 25 日 評議員就任及び重任 

 ア 評議員就任 
 

役職者名 氏 名 

評議員 阿部 夕子 

評議員 岩井 久 

評議員 神 姿子 

評議員 坪田 靖 

評議員 松川 泰昭 
 
  イ 任期満了に伴う評議員重任 

 

 

 

 

 

 

 

【附属明細書】 

令和２年度事業報告には、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則（平成

19 年法務省令第 28 号）第 34 条第３項に規定する「事業報告の内容を補足する重要な事

項」に該当する事項がないため、附属明細書は作成しない。 

 

 

 

役職者名 氏 名 

評議員 大原 昌明 

評議員 小篠 隆生 


